




















































































































































































































































































































































































































































































	 	 	 	 	 	 →	 学生への実践準備教育・・・マニュアル作成	
●実践活動経験が豊富な教員の確保と、実践活動の評価	
	 	 	 	 	 	 →	 教育カリキュラムに反映	





84 85大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から 第 3 章　足もとの国際化と大学
りました。2010年度は「国際開発協力の現場から日本社会に問う」という
テーマで、これは日本のODA（政府開発援助）の問題をいろいろな視点か
ら研究している、あるいはNGOで実践している人たちから報告を受けて、
こういうセミナーを3回やりました。2009年度、2010年度、2011年度は
吉富さんの前任の石井正子先生と一緒に共催させていただいたのですが、
2011年は吉富さんと、さきほどご紹介いただいた「外国人住民はコミュニ
ティ放送の運営に参画できない！？」というテーマで十三の淀川文化創造
館というところで市民をたくさん集めて開催しました。2012年度は震災の
翌年になりますけれども、1月18日に神戸で福島の人と神戸の人とつなが
る人とでコンサートとセミナーを開催させていただきました。
　私たちヒューライツ大阪は国際的な人権の基準を市民社会に日本社会
に伝えていくということをずっと旗頭に活動しているのですけれども、どう
しても理屈っぽくなりやすい話をGLOCOLのみなさんと共同開催すること
で、いっていることはとても学術的なのですが、いま吉富さんがお話され
たように、現場の声、立場から実践していくうえで何が大切なことなのか、
何を協力してやっていこうかということを具体的な現場の声、人とともに
考えあうことができたということで、私たちにとっても活動の励みになり
ましたし、何か大学に対してもお返しできることもできたのではないかと
思っています。
　今回GLOCOLのプログラムが終了されるということを聞いて、とてもさ
みしい思いをしているのですけれども、どうか後継プロジェクトをこれま
での蓄積をつなげていくようなことをしていただけたらと思って今日はご
挨拶したいと思います。どうもありがとうございます。
司会　ありがとうございます。
吉富　あと一人だけいいですか。関西NGO協議会の高橋さんとは大学と
NGOの連携というかたちでさせていただきました。
高橋　関西NGO協議会の高橋と申します。いきなりご指名いただいて
びっくりしたのですが、吉富さんは地域市民セクターのFMわぃわぃさん
やFACILさんでもお仕事をされていまして、私ども関西NGO協議会の加盟
団体にもなっていただいています。そういった御縁もありましたし、御縁
をとおしてGLOCOLに就任されたときに外務省の方から緊急事業なのです
が、大学とNGOがどうやって恊働していくのか、他セクター同士がどうやっ
て上手にコミットしながら強い地域社会を形成していくのかという視点を
もちながら研究会に参加していただいた経緯があります。
　さきほどご報告の中にあったのですが、ネガティブな発表があってそ
ういったこともあったなと思いました。たしかにNGOは、特に関西発の
NGOはまだまだ規模が小さくて弱いのです。どうしても一人、二人の強い
志の人たちの存在によってなりたっているところがありまして、組織として
ぜい弱なのです。誤解をいただきたくないのは、大手の大きいアライアン
ス系のNGOと小さな地域のNGOの活動の質がどうかといったら、けっし
て劣っていません。非常にいい活動をしています。ただ組織が弱いと資金
がなかなか市民セクターへまわってこないというのは事実なのです。そう
いった組織が大学と連携する場合に、どうしてもやりたくても、1日24時
間ない私どもとしてはここまでやりたいのだけれどもどうしてもできないと
いうところがありまして、そのへんの義務感を考えさせられた研究会では
ありました。ですがけっして否定的にとらえているのではなくて、まだまだ
発展できる分野だと私どもは思っていまして、これは先駆的な試みで、私
どもは吉富さんたちと一緒にGLOCOLさんたちといっしょにやってみたので
すが、ここで形成された人間関係とか、縦や横の関係ですが、さきほど
も吉富さんがおっしゃっていましたけれども、そういったものがなかなか
目に見えてでてこないのです。とにかく蓄積をして今後の活動の方向につ
なげていきたいと思います。いろいろな立派なフォーラムがならんできま
したけれども、そのタイトルだけではなくて、その裏には大きな財産とい
うのをGLOCOLは作ってくださったと思っていますし、それに私ども市民セ
クターで働く者にとりましては、高度な研究をされている研究者と、実践
をして歯を食いしばりながら地域でがんばっている市民セクターをつなげ
ていただく架け橋になってくださったと思っています。プログラムとしては
終了されるのですが、一つ残していただきました財産を私どもも大切にさ
せていただきたいと思っております。ありがとうございました。
吉富　ありがとうございます。
司会　それでは、吉富先生からの報告はここまでとさせていただき、コメ
ントや質問のある方は、後ほどの全体討論の際にお願いしたいと思いま
す。吉富先生と発言者の方々、どうもありがとうございました。
